
私
は
国
連

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
勤
務

時
代
か
ら
水
の
専
門
家
と
し
て
多
く
の

途
上
国
や
紛
争
国
の
水
問
題
解
決
に
努

力
し
て
き
た
が
、
北
朝
鮮
の
水
問
題
に

関
し
て
の
信
頼
で
き
る
情
報
が
極
端
に

少
な
い
。
独
裁
政
権
で
あ
れ
、
軍
事
政

権
で
あ
れ
、
水
問
題
は
国
民
の
命
に
直

結
す
る
課
題
で
あ
る
。
特
に
北
朝
鮮
は

「な
に
を
す
る
か
予
想
で
き
な
い
国
」

日
本
で
は

「拉
致
問
題
」
や

「
ミ
サ
イ

ル
問
題
」
と
政
治
的
な
面
は
数
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
で
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
北
朝
鮮
の
人
々
の
水
環
境
に
つ

い
て
報
道
さ
れ
た
事
実
が
極
端
に
少
な

い
。
そ
こ
で
現
地
入
り
し
自
分
の
日
と

足
で

「北
朝
鮮
の
水
問
題
」
を
直
接
確

認
す
る
の
が
訪
間
目
的
で
あ

っ
た
。

北
鞣
鮮
な
は
い
つ
入
爾
し
た
の
が

２
０
１
５
年
１０
月
に
北
朝
鮮
入
り

し
、
５
日
間
滞
在
し
た
。
北
朝
鮮
と
日

本
と
は
国
交
が
無
い
の
で
羽
田
空
港
か

ら
中
国

・
北
京
に
入
り
、
同
日
に
在
中

国

・
北
朝
鮮
大
使
館
に
て
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

（ビ
ザ
）
申
請
。
ビ
ザ
は
パ
ス
ポ
ー
ト

に
挟
む

一
枚
の
カ
ー
ド
で
北
朝
鮮
出
国

時
に
回
収
さ
れ
る
、
従

っ
て
パ
ス
ポ
ー

ト
に
は

一
切
記
録
が
残
ら
な
い
。
翌
日

ビ
ザ
を
持

っ
て
北
京
空
港
か
ら
北
朝
鮮

唯

一
の
航
空
会
社

「高
麗
航
空
」
に
搭

乗
し
約
１
時
間
半
で
新
設
さ
れ
た
平
壌

空
港

（
２
０
１
５
年
７
月
１
日
に
開

港
）
に
到
着
、
空
港
で
は
入
国
手
続
き

に
加
え
、
厳
重
な
荷
物
検
査
が
行
わ
れ

た
。例
え
ば
本
や
辞
書

の
持
ち
込
み
禁

止
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
Ｃ
Ｄ
の
持
ち
込
み
禁

止
、
さ
ら
に
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
中
の

画
像
お
よ
び
動
画

の
チ

ェ
ッ
ク
が
あ

る
。

（以
前
は
１
５
０
皿
以
上
の
望
遠

レ
ン
ズ
付
き
カ
メ
ラ
は
持
ち
込
み
禁

止
、
携
帯
電
話
、
ラ
ジ
オ
も
禁
止
だ

っ

た
）
空
港
で
は
案
内
人

（ガ
イ
ド
）
と

い
う
高
級
工
作
人

（２
人
）
が
待

っ
て

お
り
、
５
日
間
の
道
中
す
べ
て
付
き
添

い
だ

っ
た
。

（平
壌
市
内
で
さ
え
外
国

人
が

一
人
で
歩
く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い

な
い
。
案
内
さ
れ
た
場
所
以
外
の
撮
影

は
許
可
が
必
要
）

北
釉
薇
の
本
賣
源
の
状
漉

平
壌
で
の
年
間
降
雨
量
は
例
年
１
０

０
０
～
１
２
０
０
皿
で
あ
り
、
水
イ
ン

フ
ラ
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
国
民

（約
２
，４
０
０
万
人
）
が
水
に
困
る

こ
と
が
な
い
。
し
か
し
近
年
、
洪
水
や

千
ば

つ
が
頻
発
し
て
お
り
、
た
と
え
ば

２
０
０
７
年
の
洪
水
で
は
１
０
０
万
人

以
上
に
被
害
が
出
、
ま
た
昨
年
２
０
１

４
年
の
平
均
降
水
量
は
平
年
の
５７
％
で

あ
り
深
刻
な
千
ば

つ
に
直
面
し
農
作
物

に
重
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。

国
連
の
調
べ
で
は
北
朝
鮮
当
局
は
今

年
の
初
め
か
ら

「
コ
メ
之
ト
ゥ
モ
ロ
コ

シ
を
主
体
と
す
る
食
糧
」
を
住
民

一
人

当
た
り
３
８
０
ｇ

（ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
９

割
、
コ
メ
ー
割
の
割
合
）
配
給
し
て
い

る
が
、
国
連
が
推
奨
す
る
最
低
基
準

（
一
人

一
日
当
た
り
６
０
０
ｇ
）
を
大

き
く
下
回

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
国
民
の

半
数
、
約
１
，０
５
０
万
人
が
栄
養
失

調
に
な

っ
て
い
る
と
国
連
は
警
告
し
て

い
る
。

こ
の
為
、
国
連
食
糧
計
画

（
Ｗ
Ｆ

Ｐ
）
は
３
月
に
７６
万
人
、
４
月
に
は
８０

万
人
に
食
糧
を
援
助
し
た
が
、
こ
れ
は

目
標
人
数
の
４
割
に
過
ぎ
な
い
。
し
か

し
北
朝
鮮
政
府
か
ら
Ｗ
Ｆ
Ｐ
に
対
し
て

正
式
な
食
糧
要
請
は

一
切
来

て
い
な

い
。

（ボ
イ
ス

。
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ

（Ｖ
Ｏ
Ａ
）
及
び
ソ
ウ
ル
聯
合
ニ
ュ
ー

ス
よ
り
）

北
勒
聰
瘍
本
還
、
豊
燻
排
本
の
実
は

■
平
壌
市
内

（約
２
２
０
万
人
居
住
）

平
壌
市
内
の
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
住
宅

に
は
水
道
が
完
備
さ
れ
て
い
る
が
、
水

が
出
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
施
設

の
老
朽
化
と
電
力
不
足
で
ポ
ン
プ
が
稼

働
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
案
内
さ
れ

た
市
内
の
ビ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ト
イ

レ
に
は
大
き
な
水
タ
ン
ク
が
複
数
常
設

さ
れ
、
用
を
足
し
た
後
、
ひ
し
ゃ
く
で

水
を
汲
み
自
分
で
流
す
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
。

纏外嵐ュース

鶯鮨輻

鰺魃雖隋

屹躙陽木橙鬱ざ蝙贔鸞
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1 農村地域の干ばつ被害



3,4.科学者団地の水道事情2.近代共同農業団地の給水塔

平
壌
で
は
地
域
や
季
節
に
よ
り
頻
繁

に
停
電

（当
局
は
節
電
と
計
画
停
電
と

称
し
て
い
る
）
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
国

家
機
関
や
労
働
党

・
軍
の
幹
部
が
生
活

す
る
居
住
区
や
、
我
々
外
国
人
が
宿
泊

す
る
ホ
テ
ル
は
優
先
的
に
配
電
さ
れ
、

ま
た
各
施
設
で
自
家
発
電
設
備
を
有
し

て
い
る
。
ア
ジ
ア
プ
レ
ス
の
報
道

（１５

年
９
月
１２
日
）
に
よ
れ
ば
中
核
市

（会

寧
市
）
の
水
道
事
情
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「水
源
地
の
管
理
が
ま
と
も
に
出
来
て

い
な
い
上
、
水
道
管
の
老
朽
化
で
真

っ

赤
な
錆
水
が
出
た
り
、
ひ
ど
い
消
毒
の

匂
い
が
す
る
水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
水
圧
が
弱
く
ア
パ
ー
ト
の

三
階
以
上
に
住
む
人
は
１
階
ま
で
降
り

て
き
て
水
を
汲
ん
で
ゆ
く
し
か
な
い
、

し
か
も
そ
ん
な
水
道
も

一
日
に
１
～
２

時
間
ほ
ど
し
か
出
な
い
」

「最
近
の
水

質
調
査
で
は
発
が
ん
性
物
質
が
検
出
さ

れ
た
が
、
国
か
ら
は
な
に
も
対
策
は
な

く
、
住
民
は
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
る
」

・．″」。

■
農
村
部

（約
２
，３
０
０
万
人
）

軍
事
境
界
線
の
板
門
店
ま
で
の
３
時

間
の
移
動
中
、
農
村
部
に
は
水
道
施
設

（給
水
塔
、
水
道
橋
、
マ
ン
ホ
ー
ル
）

ら
し
き
も
の
は

一
切
な
く
、
河
川
水
や

地
下
水
に
頼

っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
同
じ
く
ア
ジ
ア
プ
レ
ス
は
、
地
方

都
市
の
水
道
事
情
を
報
道
し
て
い
る
。

「川
の
水
を
汲
む
住
民
の
姿
が
目
に
付

く
。
住
民
た
ち
は
水
道
が
出
な
い
か
ら

川
の
水
を
汲
む
し
か
な
い
、
川
の
水
を

飲
む
こ
と
は
不
衛
生
だ
と
い
う
こ
と
は

知

っ
て
い
る
が
、
日
の
前
の
蛇
口
か
ら

「１０
日
に
１
回
く
ら
い
し
か
出
な
い
水

道
」
を
待

っ
て
い
て
は
生
活
が
で
き
な

い
か
ら
川
の
水
に
頼

っ
て
い
る
」
。

当
然
な
が
ら
汚
水
処
理
は
無
く
、
河

川
水
や
井
戸
水
は
汚
染
さ
れ
た
飲
料
用

水
源
と
な

っ
て
い
る
。
最
大
の
問
題
は

電
力
供
給
で
あ
り
、
地
方
の
場
合
は
良

く
て

一
日
１
～
４
時
間
の
限
定
給
電
で

あ
り
、
水
道
ど
こ
ろ
か
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ど
の
位
電

力
が
足
り
な
い
か
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
衛
星

写
真
を
見
れ
ば

一
目
で
判
断
で
き
る
。

暗
闇
の
中
に
浮
か
ぶ
平
壌
市
内
の
明
か

り
し
か
見
え
な
い
。

地
輔
鮮
の
本
問
題
を
解
決
す
昏

爾
本
の
役
割

北
朝
鮮
ト
ッ
プ
も
水
問
題
解
決
に
重

大
な
関
心
を
示
し
て
い
る
が
、
軍
事
費

の
増
大
、
食
料
不
足
な
ど
で
手
が
回
ら

な
い
状
態
で
あ
る
。

ま
ず
は
電
力
不
足
の
解
消
で
あ
り
、

特
に
農
村
部
の
解
決
が
急
務
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
北
部
山
間
部
は
降
水
量
が

多
い
の
で
流
域
に
合
わ
せ
中
小
の
ダ
ム

を
造
り
、
重
力
で
浄
水
場
ま
で
導
水

し
、
そ
の
過
程
で
小
水
力
発
電
を
行
い

家
庭
用
電
力
を
得
る
と
と
も
に
安
全
な

飲
料
水
を
供
給
す
る
。
北
朝
鮮
で
は
公

共
事
業
は
軍
隊

（２４
時
間
勤
務
、
３
交

代
）
や
地
元
民
が
総
出
で
行

っ
て
い

る
。
労
働
力
は
問
題
が
無
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
電
カ
プ
ラ
ス
浄
水
場
の
シ
ス

テ
ム
提
案
、
機
材
の
提
供
、
施
工
管
理

技
術
の
提
供
な
ど
モ
デ
ル
地
区
を
提
供

す
る
こ
と
が
日
本
の
貢
献
策
の

一
つ
で

あ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
に

「北
風
と
太
陽
」

の
話
が
あ
る
が
、
経
済
制
裁
ば
か
り
で

は
な
く
、
国
家
政
策
の
犠
牲
と
な

っ
て

い
る
北
朝
鮮
の
住
民
に
直
接
届
く

「水

道
問
題
の
解
決
」
も
提
案
す
べ
き
事
項

で
あ
ろ
う
。

5.老朽化した水道設備

(おそらく1日 ソ連製 )

6.NASAの衛星画像


